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第 2章　第 19 次調査（地域連携プラザ地点）
第 1節　調査の経過と概要
1．調査に至る経緯




あり、範囲内に近世武家屋敷に関係する遺構・遺物の存在が予測された。そこで、2013 年 6 月 6 日



















図の作成と、それらの写真撮影を開始した。20 ～ 24 日
までは雨天のため、作業を中止した。25 日から SD1 の
掘削を始めたが、26 日はまたしても雨天のため、作業
を中止せざるを得なかった。27 日は SD1 の掘削を終え、 第 12 図　作業風景
16
全景写真のための清掃を開始した。28 日はまず全景写真の撮影を行い、その後で調査区平面図・土











敷地形成以前の砂層が検出された第 18 次調査地点（総合科学部 1号館エレベーター地点）、屋敷境溝















明治 2～ 3年（1869 ～ 1870）『徳島藩御城下絵図』（徳島県立博物館蔵）
（北側）杉浦家（200 石）　（南側）寺沢家（350 石）
第 1節　調査の経過と概要













































　本調査地点の基本土層は 3 層に分けられる。以下、調査区西壁の土層断面（第 14・15 図）にもと
づいて詳述する。なお、現地表面は標高約 1.4 ｍであり、そこから標高 0.4 ～－ 0.2 ｍ辺りまでは近
代以降の撹乱を受けていた。
　Ⅰ層：暗灰黄色（2.5Y5/2）細砂からなる。上面の標高は 0.2 ｍ前後、厚さは 10 ～ 25 ㎝を測る。
近世の整地層と考えられる。上面では近世の屋敷境溝が検出された。




SD1（第 16 ～ 21 図）
　調査区の北部に位置する溝である。検出面の標高は－ 0.2 ～－ 0.6 ｍで、幅約 3 ｍ、東西に約
18.0 ｍ分検出した。断面形は、西壁土層断面で尖底の浅い皿形を呈し、深さ 1.0 ｍを測る。底面の











らは、肥前系磁器、肥前系陶器、土師質土器が出土した（第 20 図）。肥前系磁器の広東碗（第 20 図
1）は 18 世紀後半～ 19 世紀前半、肥前系陶器（第 20 図 5）は 17 世紀前半のものである。下層からは、
瀬戸・美濃系陶器、肥前系陶器、土師質土器が出土した（第 21 図）。瀬戸・美濃系陶器の天目碗（第






を総合すると、この溝は 17 世紀代に掘削され、19 世紀後半には埋没していたものと考えられる。
　なお、これまでの本遺跡の調査では、屋敷境が二条の溝に挟まれた掘り残し部分によって表現され
第 2節　調査の記録
























































































































































































































































































































































































































































































































































　SD1 の南側下端付近で検出された杭列である。合計 16 本の杭が、SD1 の下端と軸をそろえて、約 7.5
ｍにわたって東西に列をなす。杭の間隔は、最大で杭 3・4間の 219 ㎝、最小で杭 2・3間の 9㎝を測
るが、多くが 20 ～ 50 ㎝に収まる。杭 2・3間に加え、杭 9・10 間は 14 ㎝、杭 11・12 間は 17 ㎝と小
さく、かつそれらの軸は南北に振れている。何らかの機能的な意味がありそうである。杭の太さは 3
～ 13 ㎝程度を測る。第 1 次調査地点（工学部実習棟地点）では、溝にともなって土留めの板を支え
る杭列が検出されており（北條・定森編 2006）、本杭列もそれと同様の機能を有したものかと思われる。










23 図）。杭 1点（第 23 図 2）の炭素年代測定を実施した結果、較正年代で 16 世紀～ 17 世紀代にかけ
ての年代が得られた（第 4章第 2節）。これは、SD1 の掘削時期とも矛盾しない。
































































































































































































































































































































































































































































































































































含有鉱物 遺構 ･層位 備考
1 磁器 碗 肥前系 （10.1） － － ロクロ 透明釉 染付 手描き 灰白色 N8/ （白色味強い） SD1 上層 広東碗、1780 ～ 1840 年代
2 磁器 碗 肥前系 （8.8） － － ロクロ 透明釉 染付 手描き 灰白色 N8/ （白色味強い） SD1 上層
3 磁器 碗 肥前系 （8.4） － － ロクロ 透明釉 染付 手描き 灰白色 N8/ （白色味強い） SD1 上層
4 磁器 碗 肥前系 － （2.0） － ロクロ 透明釉 染付 手描き 灰白色 N8/ （白色味強い） SD1 上層
高台断面 U字状、高台高が高
い（0.7 ㎝）、高台砂付着
5 陶器 碗 肥前系 － 5.0 － ロクロ 灰釉（底部除く） 灰白色 2.5Y7/1 SD1 上層 畳付砂目（4箇所）、1610 ～1640 年代
6 土師質土器
焼塩

































含有鉱物 遺構 ･層位 備考
1 陶器 碗 瀬戸・ 美濃系 （11.6） 4.4 7.6 ロクロ 鉄釉（天目釉）
灰白色 N8/ 
（灰色味強い） SD1 下層 天目碗、17 世紀
2 陶器 皿 肥前系 （29.3） － － ロクロ 灰釉 鉄絵 手描き 灰白色 2.5Y7/1 SD1 下層 絵唐津、17 世紀





















SD1 下層 灯芯油痕 外・内面：回転ナデ
「－」は、「不明」を示す。　（　）内の数字は、残存部から復元した数値を示す。
含有鉱物は、土器のみ記載。　備考欄に記載した年代は、生産地における製作年代を示す。
第 21 図　SD1 下層出土遺物
第 2節　調査の記録






















































































番号 遺物名 器種 最大長（㎝）* 最大幅（㎝）* 最大厚（㎝）* 樹種 遺構・層位 備考
1 杭 角杭 29.2 6.1 4.9 ツガ SA1 芯去材
2 杭 丸杭 〔44.8〕 8.0 7.0 ツガ SA1 先端の方に径 7mm の穿孔 1か所、樹皮有、芯持材
3 杭 角杭（建築部材転用） 〔27.0〕 9.0 5.2 ツガ SA1 19 × 3 ㎝の枘穴 1か所、芯去材
*　〔　〕は残存部のサイズを示す。
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第 28 図　包含層出土遺物（5）
71 72 73









































































































































































































































































































































































































含有鉱物 遺構 ･層位 備考




表土・撹乱 初期伊万里、畳付砂付着、1610 ～ 1650 年代




表土・撹乱 底部無釉、1640 ～ 1660 年代
3 磁器 碗 肥前系 － （3.8） － ロクロ 青磁釉（底部除く） 灰白色 N8/ 表土・撹乱
底部無釉、畳付砂付着、
1640 ～ 1660 年代































9 磁器 碗 肥前系 （8.9） 3.8 4.8 ロクロ 透明釉 染付 手描き 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱
高台断面 U字状、高台高が
低い（0.4 ㎝）









11 磁器 碗 肥前系 （8.7） 3.2 4.4 ロクロ 透明釉 染付 手描き 灰白色 N7/ 表土・撹乱 くらわんか、畳付砂付着、1680 ～ 1860 年代











台砂付着、1680 ～ 1860 年
代
13 磁器 碗 肥前系 （8.0） － － ロクロ 透明釉 染付 手描き 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱
筒形碗、18 世紀第 2四半
期～ 1810 年代















表土・撹乱 小広東碗、1760 ～ 1820 年代




表土・撹乱 広東碗、畳付砂付着、1780～ 1840 年代
17 磁器 碗 肥前系 － 5.9 － ロクロ 透明釉 染付 手描き 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱 広東碗、1780 ～ 1840 年代
18 磁器 碗 肥前系 － （6.0） － ロクロ 透明釉 染付 手描き 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱 広東碗、1780 ～ 1840 年代




表土・撹乱 広東碗、1780 ～ 1840 年代
20 磁器 碗 肥前系 （11.2） － － ロクロ 透明釉 染付 手描き 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱 広東碗、1780 ～ 1840 年代




（白色味強い） 表土・撹乱 広東碗、1887 年～












四半期～ 19 世紀第 3四半
期









期～ 19 世紀第 3四半期




表土・撹乱 端反形、19 世紀第 1四半期～ 19 世紀第 3四半期









（9.4） （4.1） 5.2 ロクロ 透明釉 染付 手描き 灰白色 2.5Y8/1 （白色味強い） 表土・撹乱
端反形、19 世紀第 1四半
期～ 19 世紀第 3四半期






















（白色味強い） 表土・撹乱 端反形、1887 年～
29 磁器 碗 関西系 （12.0） － － ロクロ 透明釉 染付 手描き 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱 端反形
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第 3表　包含層遺物観察表（2）
報告 











含有鉱物 遺構 ･層位 備考




















（白色味強い） 表土・撹乱 湯飲碗、1887 年～






手描き 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱 湯飲碗、1870 年代～
34 磁器 碗 瀬戸・ 美濃系 － 3.9 － ロクロ 透明釉 灰白色 N8/ 表土・撹乱 湯飲碗、1870 年代～
35 磁器 碗 肥前系 － 4.7 － ロクロ 透明釉 染付 手描き 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱 撥高台、1820 ～ 1870 年代
36 磁器 碗 肥前系 － （4.4） － ロクロ 透明釉 染付 手描き 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱
撥高台、畳付砂付着、1820
～ 1870 年代
37 磁器 碗 肥前系 － 3.8 － ロクロ 透明釉 染付 手描き 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱 幅広高台




型紙摺 灰白色 N8/ 表土・撹乱 39・40・41 と器形・文様同じ、1882 年～




型紙摺 灰白色 N8/ 表土・撹乱 38・40・41 と器形・文様同じ、1882 年～




型紙摺 灰白色 N8/ 表土・撹乱 38・39・41 と器形・文様同じ、1882 年～








表土・撹乱 38・39・40 と器形・文様同じ、1882 年～








表土・撹乱 43・44 と器形・文様同じ、畳付砂付着、1882 年～




型紙摺 灰白色 N8/ 表土・撹乱 42・44 と器形・文様同じ、1882 年～








表土・撹乱 42・43 と器形・文様同じ、1882 年～












型紙摺 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱
45 と器形・文様同じ、畳
付砂付着、1882 年～













表土・撹乱 48 と器形・文様同じ、1887 年～














表土・撹乱 47 と器形・文様同じ、1887 年～




型紙摺 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱 1882 年～




型紙摺 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱 1882 年～




型紙摺 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱 1882 年～













銅版転写 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱 高台砂付着、1887 年～








（白色味強い） 表土・撹乱 1887 年～







銅版転写 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱
56 と器形・文様同じ、
1887 年～







銅版転写 灰白色 N8/ （白色味強い） 壁清掃
55 と器形・文様同じ、
1887 年～





























含有鉱物 遺構 ･層位 備考




手描き？ 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱
60・61 と器形・文様同じ、
1875 年～




手描き？ 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱
59・61 と器形・文様同じ、
1875 年～




手描き？ 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱
59・60 と器形・文様同じ、
1875 年～
62 磁器 碗 肥前系 （9.6） － － ロクロ 透明釉 染付 手描き 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱 1650 ～ 1690 年代
63 磁器 碗 肥前系 （10.4） － － ロクロ 透明釉 染付 手描き 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱 1650 ～ 1690 年代
64 磁器 碗 肥前系 （9.8） － － ロクロ 透明釉 染付 手描き 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱 1630 ～ 1650 年代
65 磁器 碗 肥前系 8.5 － － ロクロ 透明釉 染付 手描き 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱
66 磁器 碗 肥前系 （9.2） － － ロクロ 透明釉 染付 手描き 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱
67 磁器 碗 肥前系 （10.6） － － ロクロ 透明釉 染付 手描き 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱
68 磁器 碗 肥前系 （10.9） － － ロクロ 透明釉 染付 手描き 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱 1710 ～ 1720 年代




手描き 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱














71 磁器 碗 肥前系 － 5.2 － ロクロ 透明釉 染付 手描き 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱 19 世紀
72 磁器 碗 肥前系 － （5.3） － ロクロ 透明釉 染付 手描き （素書）
灰白色 N8/ 
（白色味強い） 表土・撹乱 1780 年代～
73 磁器 碗 肥前系 － 4.8 － ロクロ 透明釉 染付 手描き 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱





75 磁器 碗 肥前系 － （4.6） － ロクロ 透明釉 染付 手描き 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱
76 磁器 碗 肥前系 － 4.5 － ロクロ 透明釉 染付 手描き 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱
77 磁器 碗 肥前系 － （3.2） － ロクロ 透明釉 染付 手描き 灰白色 N8/ 表土・撹乱 焼成不良（釉白濁、呉須発色悪い）
78 磁器 碗 肥前系 － 4.1 － ロクロ 透明釉 染付 手描き 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱 高台砂付着







































82 磁器 碗 瀬戸・ 美濃系 － （3.7） － ロクロ 透明釉 染付 手描き
灰白色 N8/ 
（白色味強い） 表土・撹乱









表土・撹乱 初期伊万里、畳付砂付着、1610 ～ 1650 年代




表土・撹乱 初期伊万里、畳付～高台内砂付着、1610 ～ 1650 年代
86 磁器 皿 肥前系 （12.4） 4.75 2.7 ロクロ 透明釉 染付 手描き 灰白色 N8/ 表土・撹乱 初期伊万里、高台砂付着、1610 ～ 1650 年代




表土・撹乱 初期伊万里、畳付砂付着、1610 ～ 1650 年代
88 磁器 皿 肥前系 － 6.9 － ロクロ 透明釉 染付 手描き 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱
初期伊万里、1610 ～ 1650
年代




花、1610 ～ 1650 年代




花、1610 ～ 1650 年代
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報告 











含有鉱物 遺構 ･層位 備考








93 磁器 皿 肥前系 （21.6）（12.3） 2.7 ロクロ 透明釉 染付 手描き 灰白色 N8/ 表土・撹乱 高台断面三角形、1650 ～1680 年代








表土・撹乱 見込蛇ノ目釉剥ぎ・砂付着、1650 ～ 1780 年代







1650 ～ 1780 年代
97 磁器 皿 肥前系 12.6 8.3 2.15 ロクロ 透明釉 染付 手描き 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱
蛇ノ目凹形高台、18 世紀
第 2四半期～







灰白色 N7/ 表土・撹乱 蛇ノ目凹形高台、見込円錐ピン痕、1882 年～

























































































































































表土・撹乱 108・109・111 と器形・文様同じ、輪花、1882 年～




型紙摺 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱
108・109・110 と器形・文
様同じ、輪花、1882 年～
































































































含有鉱物 遺構 ･層位 備考












（白色味強い） 北側溝 1894 年～








121 磁器 皿 瀬戸・ 美濃系 （17.3） （9.3） 3.5 ロクロ 透明釉 染付 手描き
灰白色 N8/ 
（白色味強い） 表土・撹乱
122 磁器 皿 肥前系 （19.3） （8.2） 5.6 ロクロ 青磁釉 線彫り（内面） 灰白色 N8/ 表土・撹乱 高台砂付着、1630 年代～









型紙摺 灰白色 N8/ 表土・撹乱 輪花、1882 年～








126 磁器 皿 肥前系 － （7.4） － ロクロ 透明釉 染付（見込） 手描き
灰白色 N8/ 
（白色味強い） 表土・撹乱







（白色味強い） 表土・撹乱 1887 年～
128 磁器 皿 （小皿） 肥前系 （10.4） 5.1 3.8 ロクロ 透明釉 染付 手描き
灰白色 N8/ 
（白色味強い） 北側溝









130 磁器 皿 （小皿）
瀬戸・ 











131 磁器 皿 （小皿）
瀬戸・ 










132 磁器 皿 （小皿）
瀬戸・ 








133 磁器 皿 （小皿）
瀬戸・ 




型紙摺 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱 1882 年～
134 磁器 皿 （小皿）
瀬戸・ 








表土・撹乱 135・136・137 と器形・文様同じ、1882 年～
135 磁器 皿 （小皿）
瀬戸・ 








表土・撹乱 134・136・137 と器形・文様同じ、1882 年～
136 磁器 皿 （小皿）
瀬戸・ 




型紙摺 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱
134・135・137 と器形・文
様同じ、1882 年～
137 磁器 皿 （小皿）
瀬戸・ 




型紙摺 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱
134・135・136 と器形・文
様同じ、1882 年～
138 磁器 皿 （小皿）
瀬戸・ 




型紙摺 灰白色 N8/ 表土・撹乱 1882 年～
139 磁器 皿 （小皿）
瀬戸・ 













（白色味強い） 表土・撹乱 1882 年～
140 磁器 皿 （小皿）
瀬戸・ 




銅版転写 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱 1887 年～
141 磁器 皿 （小皿）
瀬戸・ 




銅版転写 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱 1887 年～
142 磁器 皿 （小皿）
瀬戸・ 
美濃系 （10.9） （6.6） 1.9 ロクロ 透明釉
灰白色 N8/ 
（白色味強い） 表土・撹乱
143 磁器 皿 （小皿）
瀬戸・ 
美濃系 （10.7） （6.5） 2.4 ロクロ 透明釉
灰白色 N8/ 
（白色味強い） 表土・撹乱
144 磁器 皿 （小皿） 関西系 （10.0） （5.4） 2.3 ロクロ 透明釉 染付 手描き
灰白色 N8/ 
（白色味強い） 表土・撹乱






（白色味強い） 表土・撹乱 輪花、18 世紀
146 磁器 皿 （小皿）
瀬戸・ 







（白色味強い） 表土・撹乱 輪花、19 世紀
147 磁器 皿 （小皿）
瀬戸・ 




（白色味強い） 北側溝 19 世紀
148 磁器 鉢 肥前系 （21.1）（11.6） 7.85 型打 透明釉 染付 手描き 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱
蛇ノ目凹形高台、輪花、18
世紀後半～
149 磁器 鉢 肥前系 （22.8） － － 型打 透明釉 染付 手描き 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱 輪花
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（白色味強い） 表土・撹乱 18 世紀
152 磁器 鉢 肥前系 － （7.8） － ロクロ 透明釉 染付 手描き 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱
蛇ノ目凹形高台、18 世紀
後半～
153 磁器 鉢 肥前系 － （7.8） － ロクロ 透明釉 染付 手描き 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱 鉢または蓋物、高台砂付着
154 磁器 向付 肥前系 － （5.7） － ロクロ 透明釉 染付 手描き 灰白色 N8/ 表土・撹乱 碁笥底猪口




染付 手描き 灰白色 N8/ （灰色味強い） 表土・撹乱
156 磁器 小坏 肥前系 （6.8） （2.7） 3.0 ロクロ 透明釉 染付 手描き 灰白色 N8/ （白色味強い） 北側溝





158 磁器 小坏 肥前系 （8.3） （3.9） 3.0 ロクロ 透明釉 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱
159 磁器 小坏 肥前系 （7.3） （3.8） 3.1 ロクロ 透明釉 染付 手描き 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱
160 磁器 小坏 肥前系 － 2.8 － ロクロ 透明釉 染付 手描き 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱
くらわんか、高台釉際処理
不揃い、焼成不良（釉白濁）、
1680 ～ 1860 年代














（白色味強い） 表土・撹乱 17 世紀前半～ 19 世紀
163 磁器 小坏 肥前系 － （3.9） － ロクロ 透明釉 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱 高台砂付着





ゴム版絵付 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱 1920 年代～




青花 手描き 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱
166・167 と器形・文様同じ、
端反形、高台内カンナ痕













168 磁器 小坏 景徳鎮 窯系 － 7.4 － ロクロ 透明釉 青花 手描き
灰白色 N8/ 
（白色味強い） 表土・撹乱 端反形？
169 磁器 小坏 肥前系 （6.4） 2.5 4.9 ロクロ 透明釉（底部除く） 鎬 灰白色 N8/ 表土・撹乱
端反形、初期伊万里、1610
～ 1650 年代













172 磁器 小坏 肥前系 （7.0） （2.9） 3.55 ロクロ 透明釉 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱 端反形、畳付砂付着
173 磁器 小坏 肥前系 （7.2） － － ロクロ 透明釉 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱 端反形
174 磁器 小坏 肥前系 － 3.2 － ロクロ 透明釉 染付 手描き 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱 端反形、畳付砂付着
175 磁器 小坏 肥前系 － （2.5） － ロクロ 透明釉 染付 手描き 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱 端反形
176 磁器 小坏 肥前系 － 3.2 － ロクロ 透明釉 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱 端反形、畳付砂付着




手描き 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱
端反形、幅広高台、1870
年～




















































銅版転写 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱 端反形、1887 年～




銅版転写 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱 高台砂付着、1887 年～
184 磁器 小坏 肥前系 － （2.1） － ロクロ 透明釉 染付 手描き 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱
半球形、18 世紀初頭～ 19
世紀


















含有鉱物 遺構 ･層位 備考
186 磁器 仏飯器 肥前系 － － － ロクロ 透明釉 染付 手描き 灰白色 2.5Y8/1 （白色味強い） 表土・撹乱 焼成不良？（釉白濁）


























1610 ～ 1650 年代











192 磁器 瓶 肥前系 － （4.6） － ロクロ 透明釉（外面） 灰白色 2.5Y8/1 北側溝 高台砂付着
193 磁器 瓶？ 肥前系 － （6.4） － ロクロ 透明釉（外面） 灰白色 N8/ 表土・撹乱 畳付砂付着





195 磁器 御酒徳利 肥前系 － 3.8 － ロクロ 透明釉（外面） 染付 手描き 灰白色 N8/ 表土・撹乱 高台砂付着




染付 手描き 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱






































型紙摺 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱
腰部無釉部分アルミナ砂塗
布、1882 年～





























204 磁器 合子？ 関西系 － （6.0） － ロクロ 透明釉（底部除く） 染付 手描き
灰白色 N8/ 
（白色味強い） 表土・撹乱
























207 磁器 絵具 パレット
瀬戸・ 




















209 磁器 碗蓋 肥前系 － （2.9） － ロクロ 透明釉 染付 手描き 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱 丸碗




銅版転写 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱 丸碗、1887 年～
211 磁器 碗蓋 肥前系 （11.4） 5.5 3.4 ロクロ 透明釉 染付 手描き 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱 広東碗、1780 ～ 1840 年代
212 磁器 碗蓋 肥前系 （10.3） （5.6） 2.8 ロクロ 透明釉 染付 手描き 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱 広東碗、1780 ～ 1840 年代
213 磁器 碗蓋 肥前系 10.0 6.25 2.95 ロクロ 透明釉 染付 手描き 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱 広東碗、1780 ～ 1840 年代
214 磁器 碗蓋 肥前系 － （5.7） － ロクロ 透明釉 染付 手描き 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱 広東碗、1780 ～ 1840 年代
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（白色味強い） 表土・撹乱 端反形、1810 年代～幕末








期～ 19 世紀第 3四半期




期～ 19 世紀第 3四半期




期～ 19 世紀第 3四半期
220 磁器 碗蓋 肥前系 （9.9） 4.2 3.15 ロクロ 透明釉 染付 手描き 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱 撥高台、1820 ～ 1870 年代





（白色味強い） 表土・撹乱 撥高台、1820 ～ 1870 年代
222 磁器 碗蓋 肥前系 － （4.7） － ロクロ 透明釉 染付 手描き 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱 撥高台、1820 ～ 1870 年代




染付 手描き 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱






染付 手描き 灰白色 N8/ （白色味強い） 表土・撹乱 青磁染付
225 陶器 碗 肥前系 （10.8） 5.2 7.4 ロクロ 灰釉 灰白色 2.5Y8/1 表土・撹乱 呉器手碗、畳付砂付着、17世紀後半～ 18 世紀前半
226 陶器 碗 肥前系 － （5.1） － ロクロ 灰釉 灰白色 2.5Y8/2 （白色味強い） 表土・撹乱
呉器手碗、17 世紀後半～
18 世紀前半
227 陶器 碗 肥前系 － 5.1 － ロクロ 灰釉 灰白色 2.5Y8/2 （白色味強い） 表土・撹乱
呉器手碗、17 世紀後半～
18 世紀前半




表土・撹乱 呉器手碗、漆継、17 世紀後半～ 18 世紀前半
229 陶器 碗 肥前系 － （4.6） － ロクロ 灰釉 灰白色 2.5Y8/1 （白色味強い） 表土・撹乱
呉器手碗、17 世紀後半～
18 世紀前半
230 陶器 碗 肥前系 － 4.6 － ロクロ 灰釉 灰白色 2.5Y8/2 表土・撹乱 呉器手碗、17 世紀後半～18 世紀前半




232 陶器 碗 肥前系 （11.9） － － ロクロ 灰釉 灰白色 2.5Y8/2 （白色味強い） 表土・撹乱
呉器手碗、17 世紀後半～
18 世紀前半
233 陶器 碗 肥前系 （10.8） － － ロクロ 灰釉 灰白色 2.5Y8/2 （白色味強い） 表土・撹乱
呉器手碗、17 世紀後半～
18 世紀前半





灰白色 2.5Y8/2 表土・撹乱 京焼風陶器、17 世紀後半～ 18 世紀前半














灰白色 2.5Y8/1 表土・撹乱 京焼風陶器、17 世紀後半～ 18 世紀前半
237 陶器 碗 肥前系 （11.2） （4.0） 5.5 ロクロ 鉄釉 白化粧土 刷毛目 灰赤色 2.5YR6/2 表土・撹乱 17 世紀後半～







17 世紀後半～ 19 世紀























（外面） 淡黄色 2.5Y8/3 表土・撹乱
鎧茶碗、18 世紀後葉～ 19
世紀前葉





手描き 灰白色 5Y8/1 （白色味強い） 表土・撹乱
注連縄文碗、18 世紀前半
～ 19 世紀後半





















246 陶器 碗 京・ 信楽系 － 3.3 － ロクロ
灰釉（底
















含有鉱物 遺構 ･層位 備考


































表土・撹乱 見込蛇ノ目釉剥ぎ・砂付着、1650 ～ 1780 年代







西側溝 見込・畳付砂目、1610 ～1690 年代
252 陶器 皿 肥前系 （13.2） 4.3 3.4 ロクロ 灰釉（底部除く） 灰白色 2.5Y8/1 表土・撹乱
見込・高台砂目、1610 ～
1690 年代




北側溝 灰釉溝縁皿、見込・高台砂目、1610 ～ 1640 年代
254 陶器 皿 肥前系 （13.9） － － ロクロ 灰釉 灰白色 2.5Y7/1 表土・撹乱 灰釉溝縁皿、1610 ～ 1640年代





256 陶器 皿 肥前系 － 4.5 － ロクロ 灰釉（底部除く） 灰白色 2.5Y8/1 表土・撹乱 見込・畳付砂目






見込砂目、1610 ～ 1690 年
代
258 陶器 皿 肥前系 － 4.9 － ロクロ 灰釉 鉄絵 手描き 灰黄色 2.5Y7/2 表土・撹乱 絵唐津、見込胎土目、1594年頃～ 1610 年代








260 陶器 皿 肥前系 （13.2） （4.7） 3.5 ロクロ 灰釉（底部除く） 灰色 N6/ 表土・撹乱
261 陶器 皿 肥前系 （15.0） （5.0） 5.35 ロクロ 灰釉（底部除く） 鉄絵 手描き
灰白色 2.5Y7/1 
（白色味強い） 表土・撹乱 絵唐津、17 世紀





陽刻 灰白色 2.5Y8/1 北側溝 葉形、畳付砂目、三足欠損
263 陶器 皿 肥前系 － 7.2 － 型打 灰釉（底部除く）
鉄絵 
染付 手描き 灰白色 2.5Y8/2 表土・撹乱
京焼風陶器、17 世紀後半
～ 18 世紀前半




鉄絵 手描き 灰白色 5Y8/1 （白色味強い） 表土・撹乱
京焼風陶器、17 世紀後半
～ 18 世紀前半





部除く） 灰白色 2.5Y8/2 表土・撹乱 木瓜形
266 陶器 皿（大皿）
瀬戸・ 




（灰色味強い） 表土・撹乱 18 世紀後葉
267 陶器 盤 備前系 （40.0） － － ロクロ 赤褐色 10R5/4 表土・撹乱 塗土（内面上半）、16 世紀末～ 17 世紀初頭
268 陶器 向付 肥前系 － 5.1 － ロクロ 灰釉（底部除く） 鉄絵 手描き
にぶい橙色 
5YR7/4 表土・撹乱 絵唐津、17 世紀





270 陶器 鉢？ 珉平 （10.2） － － ロクロ 褐釉 灰白色 N8/ （灰色味強い） 表土・撹乱 磁器質胎土、19 世紀









白化粧土 刷毛目 赤灰色 2.5YR5/1 表土・撹乱 漆継？、17 世紀後半～ 18世紀後半







白化粧土 刷毛目 赤褐色 10R5/4 表土・撹乱 見込砂目、17 世紀後半～18 世紀後半





白化粧土 刷毛目 にぶい赤褐色  2.5YR5/4 表土・撹乱
見込砂目、内側面陶器片熔
着、17 世紀後半～ 18 世紀
後半





二彩手 褐灰色 7.5YR6/1 表土・撹乱 見込砂目、17 世紀後半～18 世紀後半
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白化粧土 三島手 (印花・線彫り) 赤褐色 10R5/3 表土・撹乱
見込砂目、17 世紀後半～
18 世紀後半
277 陶器 大鉢 大谷 （35.4） － － ロクロ 鉄釉 にぶい赤橙色  10R6/4 表土・撹乱 19 世紀


















280 陶器 小坏 京・ 信楽系 － 3.8 － ロクロ
灰釉（高
台内除く） 鎬 灰白色 2.5Y8/1 表土・撹乱













283 陶器 香炉・ 火入
瀬戸・ 









284 陶器 香炉・ 火入
京・ 














（白色味強い） 表土・撹乱 19 世紀






287 陶器 瓶 備前系 － （5.8） － ロクロ 灰色 N6/ 表土・撹乱 塗土（底部除く外面）
288 陶器 瓶 備前系 － （6.4） － ロクロ 灰赤色 7.5R6/2 表土・撹乱 塗土・火襷（外面）
289 陶器 瓶 備前系 － （10.7） － ロクロ 赤褐色 10R4/3 表土・撹乱 塗土（外面）
290 陶器 瓶 備前系 － － － ロクロ 型押・貼付（布袋）
灰白色 2.5Y7/1 
（灰色味強い） 表土・撹乱 塗土（外面）
291 陶器 瓶 大谷 － （7.0） － ロクロ 鉄釉（外面） 赤色 10R5/6 表土・撹乱 底部焼成後穿孔、19 世紀




灰赤色 10R5/2 表土・撹乱 瓶または水注または壺、19世紀















295 陶器 甕？ 備前系 ？ （17.5） － － ロクロ 灰赤色 10R5/2 北側溝 自然釉（外面）
296 陶器 甕 大谷 － － － ロクロ 鉄釉 赤褐色 10R5/4 表土・撹乱 19 世紀




赤褐色 10R5/4 表土・撹乱 底部内面砂目・もみ殻跡、19 世紀




橙色 2.5YR6/6 表土・撹乱 甕または大鉢、塗土？（内面）、19 世紀












表土・撹乱 腰白茶壺？、17 世紀前半～ 19 世紀








表土・撹乱 腰白茶壺？、17 世紀前半～ 19 世紀




























手描き にぶい黄橙色  10YR7/3 表土・撹乱 底部外面スス付着








10YR7/3 表土・撹乱 304 の把手？

























含有鉱物 遺構 ･層位 備考
307 陶器 土瓶 － － 7.3 － ロクロ 灰釉（内面） 淡黄色 2.5Y8/3 表土・撹乱








白化粧土 灰黄色 2.5Y7/2 壁崩落土

















311 陶器 植木鉢 ？ － （10.3） － － ロクロ 鉄釉
灰白色 N7/ 
（灰色味強い） 表土・撹乱
312 陶器 片口 肥前系 － － － ロクロ 灰釉 鉄絵 手描き にぶい橙色 5YR7/4 表土・撹乱 絵唐津、17 世紀




近世 2a 期（17 世紀前葉） 
胴部外面：回転ナデ




近世 2a 期（17 世紀前葉） 
胴部外面：回転ナデ












316 陶器 擂鉢 備前系 （25.5） － － ロクロ 赤褐色 10R5/4 表土・撹乱
スリメ 11 条 / 単位、口縁
部外面と胴部外面に色調
差、乗岡近世 5b 期（19 世
紀中頃？） 
胴部外面：回転ナデ











世紀第 4四半期～ 18 世紀
初頭） 
胴部外面：ナデ？
319 陶器 擂鉢 備前系 － － － ロクロ 橙色 2.5YR6/6 表土・撹乱
乗岡近世 1期（16 世紀第 2
四半期末～ 17 世紀初頭） 
胴部外面：回転ナデ


















322 陶器 擂鉢 堺・ 明石系 （26.5） － － ロクロ 赤褐色 10R5/4 表土・撹乱






323 陶器 擂鉢 堺・ 明石系 － － － ロクロ 赤橙色 10R6/6 表土・撹乱
白神Ⅱ型式（18 世紀後半
～ 19 世紀）





































北側溝 スリメ 19 条 / 単位
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報告 











含有鉱物 遺構 ･層位 備考
331 陶器 鍋 － （14.0） － － ロクロ 鉄釉（柿釉） 灰白色 2.5Y7/1 表土・撹乱





333 陶器 灯明皿 備前系 （8.0） － － ロクロ にぶい橙色  2.5YR6/4 表土・撹乱 塗土（内面）
334 陶器 灯明皿 備前系 － － 1.0 ロクロ にぶい赤橙色  10R6/4 表土・撹乱 塗土（内面）、灯芯油痕
335 陶器 灯明受皿（上皿） 大谷 7.1 3.0 1.5 ロクロ
鉄釉（底




336 陶器 味噌焼き器 大谷 － 4.0 － ロクロ
鉄釉（底
部除く） 橙色 2.5Y6/6 表土・撹乱
高台に穿孔（2か所）、19
世紀


















340 陶器 蓋 備前系 （10.0） （3.8） 1.4 ロクロ にぶい赤褐色 2.5YR5/4 表土・撹乱






































































































































































含有鉱物 遺構 ･層位 備考























































































































































































373 土師質土器 行平鍋 － （16.6） － － ロクロ
透明釉（明
赤褐色） 橙色 5YR6/6 表土・撹乱
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報告 
番号 遺物名 最大長（㎝）* 最大厚（㎝）* 重量（g） 材質 遺構・層位 備考
401 不明銅製品 〔16.6〕 0.8 21.9 銅 表土
*　〔　〕は残存部のサイズを示す。
報告 
番号 遺物名 最大長（㎝） 最大幅（㎝） 重量（g） 遺構・層位 備考
402 インク瓶 6.3 5.8 99.2 表土 肩部に、S.S.S.FOUNTAIN PEN INK. とエンボス加工される
403 ソーダ瓶 24.5 6.6 432.0 表土 外面下部に「登録（マーク）商標　日本菱酒鉱泉株式会社」、底部に「A5：」がエンボス加工されている。1921 ～ 1933 年に製造された瓶と考えられる
報告 











含有鉱物 遺構 ･層位 備考












世紀後半～ 18 世紀前半） 
外・内面：回転ナデ（やや
粗い）








































器 － 6.3 3.7 3.1 ロクロ
透明釉（暗
赤褐色） 橙色 2.5YR7/6 表土・撹乱 高台に穿孔（2か所）
383 土師質土器
味噌焼き
器 － （6.6） 4.0 3.0 ロクロ
透明釉（暗
赤褐色） 橙色 5YR7/6 表土・撹乱 高台に穿孔（2か所）
384 土師質土器
味噌焼き












金雲母（極小） 表土・撹乱 高台に穿孔 1か所残存
386 土師質土器
味噌焼き




金雲母（極小） 表土・撹乱 高台に穿孔 1か所残存
387 土師質土器
味噌焼き






金雲母（極小） 表土・撹乱 高台に穿孔 1か所残存
388 土師質土器
味噌焼き













赤褐色） 橙色 5YR7/6 表土・撹乱
390 土師質土器
味噌焼き
器 － （6.8） － － ロクロ
透明釉（赤
褐色） 橙色 2.5YR7/6 表土・撹乱
391 土師質土器
味噌焼き




褐色） 橙色 5YR7/6 表土・撹乱 高台欠損
392 土師質土器
味噌焼き

















































398 磁器 ミニチュア碗 肥前系 （2.9） 1.5 1.7 ロクロ 透明釉 染付 手描き
灰白色 N8/ 
（白色味強い） 表土・撹乱 高台内砂付着


















調整 色調（断面） 胎土 含有鉱物 離型材 ** コビキ ** 遺構・層位 備考
文様 瓦当部径 内区幅 珠径 文様
瓦当部





404 軒丸瓦 三巴文、連珠 （16.0）（10.0） 1.2 ― ― ― 〔2.2〕 ― ― ― ナデ
灰白色 
2.5Y8/2 緻密 長石 キラコ ？ 表土
405 軒丸瓦 三巴文？連珠 （15.0）（10.0） 1.3 ― ― ― 〔1.8〕 ― ― ― ナデ
灰白色
2.5Y8/1 緻密 長石 キラコ ？ 表土
406 軒丸瓦 三巴文、連珠 （16.0）（11.0） 1.2 ― ― ― 〔2.5〕 ― ― ― ナデ
灰白色
2.5Y7/1 緻密 雲母 ？ 表土
407 軒丸瓦 連珠 （16.0） 12.0） 1.3 ― ― ― 〔1.2〕 ― ― ― ナデ 灰黄色2.5Y7/2 緻密 長石・雲母 ？ 表土
408 軒丸瓦 三巴文、連珠 13.6 10.3 1.3 ― ― ― 〔7.3〕 12.7 1.5 5.6 ナデ
灰黄色
2.5Y7/2 細 長石・雲母 ？ 北側溝
409 軒丸瓦 三巴文、連珠 （13.0）（10.0） 0.9 ― ― ― ― ― ― ― ナデ
灰白色
2.5Y7/1 緻密 雲母 ？ 表土
410 軒丸瓦 三巴文、連珠 11.6 8.2 0.9 ― ― ― 〔4.5〕 10.2 1.4 4.2 ナデ
灰白色 
5Y7/1 緻密 長石 ？ 表土
411 軒丸瓦 連珠 （13.0） （7.8） 1.4 ― ― ― ― ― ― ― ナデ 灰白色 5Y7/1 緻密 長石 キラコ ？ 表土
412 軒桟瓦 三巴文、連珠 （9.5） （7.3） 0.9
均整唐草
文 〔7.0〕 5.5 〔18.0〕 〔15.5〕 2.1 ― ナデ
灰白色 
2.5Y8/1 緻密 長石 ？ 表土
413 軒桟瓦 ― ― ― ― 均整唐草文 〔15.8〕 4.2 ― 〔15.0〕 1.7 ― ナデ
灰白色 
Ｎ 8/ 緻密 長石 キラコ ？ 表土
414 軒桟瓦 ― ― ― ― 均整唐草文 〔7.0〕 4.8 ― 〔9.0〕 2.2 ― ナデ
灰白色
2.5Y8/1 緻密 長石 ？ 表土
415 軒桟瓦 三巴文、連珠 9.2 5.9 0.8
均整唐草
文 〔4.2〕 4.6 〔11.6〕 〔13.0〕 1.8 ― ナデ
灰白色
2.5Y7/1 緻密 長石 ？ 表土
416 軒桟瓦 素文 9.0 ― ― 素文 〔11.6〕 4.2 〔10.0〕 〔18.5〕 2.0 ― ナデ 灰白色 Ｎ 8/ 緻密 雲母 キラコ B ？ 表土








番号 遺物名 最大長（㎝）* 最大幅（㎝）* 最大厚（㎝）* 重量（g） 石材 遺構・層位 備考
421 硯 〔15.0〕 6.1 2.0 289.3 ？ 北側溝
422 硯 〔5.3〕 〔3.3〕 〔0.9〕 15.6 ？ 表土
423 硯 〔3.3〕 〔6.6〕 〔0.4〕 9.4 ？ 表土
424 石筆 〔3.0〕 0.8 0.7 2.3 滑石？ 表土 明治から昭和初期に石板と共に使用された文具
425 石筆 〔3.0〕 0.7 0.6 2.2 滑石？ 表土 明治から昭和初期に石板と共に使用された文具
*　〔　〕は残存部のサイズを示す。
報告 
番号 遺物名 文様 最大長（㎝）最大幅（㎝）最大厚（㎝） 色調（断面） 胎土 含有鉱物 遺構・層位 備考
418 敷瓦 ― 〔14.5〕 14.2 2.2 灰白色7.5Y7/1 緻密 雲母 表土 釘穴 1か所、1角を落とす
419 軒丸瓦／軒桟瓦の再加工品か 三巴文 7.8 5.5 1.4 灰白色 5Y7/1 緻密 長石・雲母 表土
420 瓦の再加工品 ― 5.0 4.9 1.9 灰白色 5Y7/1 緻密 長石 表土
第 16 表　包含層遺物観察表（15）
第 2節　調査の記録
